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3 次年度の課題と改善方策
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平成３１年３月１８日　　

平成３０年度学校評価報告書

（１）基本的生活習慣の確立
（２）基礎基本事項の定着と学力向上
（３）進路指導の充実
（４）開かれた学校づくり
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学
習
指
導

指導の改善・充実に繋が
る校内研究と好事例収集

Ａ

　「ユニバーサルデザインの授業づくり」や「ＩＣＴを活用した効
果的な授業構成」について校内研修を行い，知識やスキルの共有を
図った。また，他校主催の公開授業・研修会等にも積極的に参加
し，有効な指導事例を収集して授業への取り入れを図った。いずれ
の取組も継続していく。

Ｂ Ａ

生徒のつまずきやそれへ
の手当に関する情報共
有，連携した学習支援

Ｂ

　各生徒のつまずきやそれらへの手当については，職員間で日常的
な情報共有ができている。この情報を一層生かすため，生徒指導と
も関連付けながら，学習環境の整備・学習規律の徹底を図ってい
く。

Ｂ Ｂ

学校関係者評価
委員会における

意見
授業態度が落ち着いてきた様子である。話を聞く姿勢等も良い。

生
徒
指
導

リーダー養成と自主的な
生徒会活動の推進

Ｂ
　責任感や参画意欲を育むため，行事の企画や運営を意図的・計画
的に生徒に担わせている。達成感や成就感を味わわせ，積極性や主
体性を一層引き出すことができるよう，引き続き工夫する。

Ｂ Ａ

生活態度の育成，よりよ
い生活習慣の涵養，交通
安全指導の徹底

Ｂ

　こまめな声掛けや個別指導・巡回指導の結果，ほとんどの生徒の
生活態度・学習姿勢及び心身の健康に状態には改善・安定が見られ
る。少数ではあるが，よい生活習慣が身に付かず，体調が不安定な
生徒も見られるため，見守り・声掛け・指導を継続する。

Ｂ Ｂ

部活動の充実 Ａ
　活動が充実し生徒の満足感の高さが保たれるよう，運動部につい
ては大会前の部活動時間の確保，文化部については文化祭等の発表
機会の開拓・確保などの支援を継続する。

Ａ Ｂ

学校関係者評価
委員会における

意見

少人数の条件下でも，生徒の個性・意欲を引き出し力を発揮させるよう，部活動の展開を工夫している。
生徒会役員をはじめとして，生徒達にもっと校外に目を向けさせ，見聞を広めさせるとよい。

進
路
指
導

ソーシャルスキルや自己
表現力の育成を取り入れ
たキャリア教育充実と勤
労意欲の育成

Ｂ

　ソーシャルスキルトレーニングや各種の講話会・講習会の効果，
学校の推奨に応じた就労（アルバイト）率の高まり等が相まって，
自己表現力が育ち，勤労観も形成されている。引き続き，段階的な
キャリア教育プログラムを充実させていく。

Ｂ Ｂ

就職・進学対策の充実と
個に応じた進路達成の支
援

Ｂ

　引き続き取組を推進し，産業情勢や求人動向の把握に努めて就職
希望生徒を支援するとともに，全日制進路指導部の協力を得ながら
進学情報や模擬試験受験機会を提供する。また，支援スタッフとし
て連携コーディネーターの継続配置も要望する。

Ｂ Ａ

学校関係者評価
委員会における

意見

生徒各々が進む道を見付けられるよう，教職員や非常勤スタッフが多くの支援・努力をしている。
インターン制度の活用を検討してはどうか。

学
習
環
境
等

新校舎の供用実態を踏ま
えた防災計画の立案と見
直し

Ｂ

　新校舎供用開始に当たり，前年度末から今年度初めにかけ，防災
マニュアルを大幅に改訂した。マニュアル類について不断の見直し
を図るとともに，緊急時・発災時に自らの身を守る行動について引
き続き指導し，生徒の知識・実践力の定着を図る。合わせて，発災
時の避難・引渡等について，学校だより等を通し，保護者への周知
に一層努める。

Ｂ Ｂ

日常の健康観察や保健指
導・教育相談の取組

Ｂ

　心身の安全や健康の自己管理，必要な受診・治療等について，保
健だよりや掲示物等による啓発に加え，養護教諭による個別面談・
個別指導等を行う。
　職員間の情報共有やＳＣ・ＳＳＷとの連携により，個々の生徒に
きめ細かく対応する。

Ｂ Ｂ

基本的な生活習慣の確立，規
範意識の醸成

安全・健康の自己管理能力伸長を図る生活指導・給食指導及びＳＣ・ＳＳＷと連携した支援。
ルールやマナーの遵守に係る，全教職員の共通認識・共通規準による粘り強い指導の継続。

相互補完的なキャリア教育と
進路指導の充実

ソーシャルスキルトレーニング等の継続及び役割を与える諸行事等プログラムの充実。
「名星タイム」を中核とし，支援団体との連携も図ったキャリア教育・進路指導の充実。

学校関係者評価
委員会における

意見

新しい校舎で専用の教室を得，しっかり学べることは，本当にありがたいことである。生徒達には，感謝の気持
ちをもち，自分のためにしっかりとまっすぐ進んで欲しい。

次年度の課題 改善方策
基礎学力の定着と，個に応じ
た支援の充実

個々のつまずきや学習上の特性に関する情報の共有及び各事例に対する指導の手立ての研究。
ＩＣＴ活用や学び合いの充実に係る校内研修及び他校好事例研究の継続。


